
関係団体からのヒアリングについて（案） 

 

１．基本的な方針 

関係団体からのヒアリングについては、検討会に参集している団体

を除く障害団体や事業所団体から「障害者雇用・福祉の連携強化に向

けて必要な取組等」について意見聴取を実施することを想定。 

 

２．ヒアリング先 （五十音順） 

○ 一般財団法人全日本ろうあ連盟 

○ 一般社団法人日本自閉症協会 

○ 一般社団法人日本難病・疾病団体協議会 

○ 一般社団法人日本発達障害ネットワーク 

○ きょうされん 

○ 公益財団法人日本知的障害者福祉協会 

○ 公益社団法人全国脊髄損傷者連合会 

○ 社会福祉法人全国盲ろう者協会 

○ 精神保健福祉事業団体連絡会 

○ 特定非営利活動法人日本高次脳機能障害友の会 

など 

 

３．ヒアリング項目 

○ 別紙のとおり 

 

４．その他 

○ １団体あたり質疑応答を含め15分程度で意見等を述べることを想

定（１回当たり４～５団体程度を予定） 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、対面によ

る方式のほか、オンライン会議による方式及び書面提出による方式

など、各団体の意向に応じて柔軟に実施することを想定。  

資料３－２ 



【別紙】 

ヒアリング項目（案） 

 

１．効果的で、切れ目のない専門的支援体制の構築について 

○ 就労能力や適性の評価の仕組みの創設や一人一人の就労に 向

けた支援計画（支援プラン）の共有化について、どう考えるか。 

○ 雇用・福祉施策の双方に係る知識等を身につけている専門支援

人材の育成や確保について、どう考えるか。 

 

２．技術革新や環境変化を踏まえた多様な就労支援ニーズへの対応に

ついて、どう考えるか。 

 

３．その他雇用施策と福祉施策の連携強化に関する事項について 

○ 障害者雇用施策の抱える課題について、どう考えるか。 

○ 障害者福祉施策（就労系障害福祉サービス）の抱える課題につい

て、どう考えるか。 

○ 人材開発施策や教育などの関連分野との連携について、どう考え

るか。 

○ 通勤支援等のように、「制度の谷間」が生じ、十分な対応が出来て

いない部分や、定着支援のように、雇用・福祉施策における支援内

容に重複が見られる部分について、どう考えるか。 

○ その他「中間取りまとめ」に記載のある内容など、雇用施策と福祉

施策の連携強化に向けて検討が必要な事項について、どう考える

か。 

 

以上 


